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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
地
域
へ
の

定
住
・
定
着
を
図
る
仕
組
み
で
、
当
町
で
も
多
く
の
隊
員
に
活
躍
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
29
名
が
着
任
し
、
現
在
も
16
名
が
中
川
町
で
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
※
現
在
任
期
中
の
隊
員
含
む

　

今
号
で
は
、
中
川
町
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
を
紹

介
し
ま
す
。

•人口の増加
　　移住により人口が増加します。
•地域経済への貢献
　　地域の特産品や観光資源を発見、活用しながら新たな事業を展
　開し、地域経済の活性化に貢献しています。
•地域の魅力向上
　　地域おこし協力隊の活動により、中川町の知名度が上昇し、良
　い評判が高まり、地域の魅力向上につながっています。
•地域コミュニティの発展
　　地域おこし協力隊は、地域コミュニティの一員として、地域イ
　ベント等に積極的に参加することで、住民との協力関係が深まり、
　地域コミュニティの発展に寄与します。

※起業型隊員…起業の実現性が高いと判断される者で、起業をする意思が
　ある者。
※課題解決型隊員…町の課題を解決できると判断される者で、係る課題解
　決のため受入団体に雇用される者。

広報ナカガワ
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地域おこし協力隊の移住により
地域にもたらしている効果

中
川
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す

広報ナカガワ

出 身 地：京都府
任　　期：令和３年７月８日～
経　　歴：高校卒業後、アパレル販売業を経てデザインを学
　　　　　んだ後、本町協力隊。
活動内容：㈱中川町地域開発振興公社へ配属。有名百貨店な
　　　　　どを中心とした販路開拓、ＥＣサイト運営、特産
　　　　　品開発。

村 木 栞 奈 課題解決型

出 身 地：東京都
任　　期：令和３年６月１日～
経　　歴：大学卒業後、東京都内や長野県軽井沢市のレスト
　　　　　ランで腕を振るう。
活動内容：スペイン料理店「Bar El Rinconcito」を通じた
　　　　　中川町産食材の発信や活用。レシピ開発など。

市 村 修 司 起　業　型

出 身 地：福岡県
任　　期：令和３年４月21日～
経　　歴：ニュージーランドへの釣り遊学、大学卒業後大手
　　　　　オフィス家具メーカーを経て本町協力隊。
活動内容：プロのフライフィッシングガイドとして、アウト
　　　　　ドアガイド事業を展開する。

野 中 　 豪

現在任期中の隊員

起　業　型



Ａ
．
初
め
て
の
協
力
隊
と
い
う
こ

と
で
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
は
大
勢

の
人
の
前
で
「
は
じ
め
ま
し
て
」

の
ご
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
多
く
、

そ
う
し
た
場
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
貴
重
な
経
験
で
す
。
今

で
も
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
な

ど
で
、
当
時
の
経
験
が
活
か
さ
れ

て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
中
川
町
第
1
号
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
．
最
初
の
う
ち
は
、
と
に
か
く

な
に
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
状
態
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
周
囲
の
人
た
ち
に
助
け

Ｑ
．
協
力
隊
時
代
の
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
農
家
さ
ん
の
お
手
伝
い
、
町

内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
エ
ゾ
シ

カ
調
査
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
現
在
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
㈱
中
川
建
設
で
総
務
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん
の

配
置
や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
配
車
、

会
社
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
運
営
、

そ
の
他
事
務
作
業
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
協
力
隊
活
動
で
今
に
活
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

今
も
中
川
町
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
．
後
輩
が
た
く
さ
ん
活
躍
し
て

い
る
今
の
中
川
町
に
つ
い
て
ど
う

感
じ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
広
報
で
活
動
記
録
を
拝
読
し

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
後
輩
の
皆

さ
ん
が
、
多
種
多
様
な
分
野
で
活

動
さ
れ
て
い
て
本
当
に
す
ご
い
な

と
思
い
ま
す
。
協
力
隊
と
い
う
限

り
あ
る
時
間
の
中
で
、
中
川
町
で

の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
人
生

に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
中
川
町
で
ど
ん
な

風
に
過
ご
し
た
い
？

Ａ
．
こ
れ
か
ら
も
中
川
町
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

れ
と
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
で
す
が
、
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル

ス
や
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
オ
ブ
ジ

ェ
を
設
置
し
た
い
で
す
。
中
川
町

に
来
て
以
来
ず
っ
と
抱
い
て
い
る

野
望
で
す
。

３ 広報ナカガワ
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出 身 地：神奈川県
任　　期：令和５年７月18日～
経　　歴：高校卒業後、民間企業を経て、アウトドアショッ
　　　　　プにて、販売やアウトドアイベントを担当。
活動内容：㈱中川町地域開発振興公社に配属。カヌーやカヤ
　　　　　ックを用いたアウトドア商品の開発や販売を担う。

出身地：旭川市
現在の勤務先：㈱中川建設
任期：平成24年６月１日～
　　　平成25年３月31日
中川町の記念すべき地域おこ
し協力隊第一号、レジェンド
片山勇人さんにインタビュー
しました。

松 本 高 司

片 山 勇 人

課題解決型

出 身 地：岐阜県
任　　期：令和５年４月１日～
経　　歴：大学卒業後、スポーツブランド勤務を経て独立。
　　　　　プロのトレイルランナーとして活躍。
活動内容：トレイルランニングを通じたアウトドア事業。健
　　　　　康増進など。

反 中 祐 介 起　業　型

さん
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中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。 町民のみなさん気軽に声をかけてください。

　はじめまして、千葉県出身の鈴木謙友（けんすけ）です。
　本年７月より夫婦そろって中川町へ移住致しました。
　北海道（札幌圏）への移住が５年ほど前で、それ以前は東京に居を構えておりました。
　５年前に移住した大きな理由の１つが、道内のとある金属加工会社において新ビジネスを
立ち上げて欲しい、というミッションを拝命したことです。そのミッションは金属加工技術
を活用したアウトドア製品/キャンプ用品の開発、市場開拓という内容でした。
　元来、キャンプやカヌーを趣味としていたこと、また、アウトドアファッションなどの業
界で営業職に従事していたこともあり、当方にはうってつけのミッションでした。
　程なくして、新規に立ち上げたアウトドアブランドは全国に取引先を増やし、一定の成功
を収めました。同時に、より自身の思い描く商品開発を行いたいという欲求が高まり、２年
前に独立開業、現在【10 to 10】（点と点、と読みます）という屋号のもと、製品開発と営
業活動に注力しています。

　製品開発の過程において、中川町で木材流通・加
工を営む【Raw wood】の代表・福田さんに仕事を
依頼することとなったこと、加えて、以前から本州
各地の展示イベントなどで知り合い、友人となった
【Deer whistles】の山崎さんとの交流が端を発し、
昨年より頻繁に中川町へ仕事と休暇を兼ねて訪れる
ようになり、以降あれよあれよと話が進み、中川町
を知ってから１年、気づけば空き家を購入し移住し
た次第です。

　今後、当方の運営する事業の継続的な活動はもと
より、当方の知見やコネクションを用いて町へ貢献
／還元して参りたいと考えておりますので、皆様、
何卒よろしくお願い申し上げます。

鈴 木 謙 友
すず き けん すけ



中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。 町民のみなさん気軽に声をかけてください。

鈴 木 貴 奈
すず き たか な

５ 広報ナカガワ
2023（R5）. 10月号

　中川町の皆様、はじめまして。
　７月に着任致しました鈴木貴奈（すずき　たかな）と申します。
　1986年生まれ、出身は観光地として有名な東京・浅草です。
　主人の転職がきっかけで、直近では札幌に５年間住んでいました。
　元協力隊の山﨑哲平さんとご縁があり、１年前に中川町に遊びに来た際に自然の美しさ、
豊かさに感動し「ここに住みたい！！」と一目惚れをしてしまいました。
　今でもあの感動は忘れられません。そこからは、秋、冬、春と季節が変わる度に中川町へ
通い、来るたびに熱は高まり、すごい早さで主人と移住を決めました。
　仕事はイトオテルミー療術師・講師をしています。
　イベントでテルミー施術を行うため、各地へ出張もしています。
　これを読んでくださっている方ほぼ全員が「イトオテルミー？？」と思ったと思いますが、
約100年前からある日本のお医者様が発明した民間療法です。冷温器（れいおんき）と呼ば
れる２本の筒状の棒を施術器具として使用します。植物から精製
された『テルミー線』というお線香の先端部を火で炙り、線香を
装着した器具で全身を摩擦したり刺激を与え、身体を温めていく
療法です。テルミーをかけることで、血行やリンパの流れもよく
なり、自然治癒力（免疫増進）を高めます。老若男女問わずどな
たでも施術を受けることが可能です。※副作用もなく医薬品との
併用も可能です。
　　　　　　　　　　　　文章で書いてもとても分かりにくいと
　　　　　　　　　　　思います（笑）。
　　　　　　　　　　　　テルミーの温もりは実際に体験して頂
　　　　　　　　　　　くのが一番分かるので、その機会も作れ
　　　　　　　　　　　たらと思っています。中川町の魅力を外
　　　　　　　　　　　へ発信をしていくことは勿論ですが、町
　　　　　　　　　　　民の皆様がいつまでも健康で楽しい日々
　　　　　　　　　　　を送れるようなお手伝いが出来たらと思っています。
　　　　　　　　　　　　これから時間をかけて町のことを知っていきたいと思っています
　　　　　　　　　　　ので、テルミーや私のことも少しずつ知って頂けたらとても嬉しい
　　　　　　　　　　　です。どうぞ、宜しくお願いいたします！



暮らしと珈琲 みちみち種や（石狩市）　Boulangerie 廻り道（当麻町）

35 STOCK STAND（札幌市）　PIE ME（長沼町）

バケネコーヒー（札幌市）
COMOCO（江別市）　ふわもち邸（札幌市）

宮の森アルケミストコーヒー（札幌市）
チェットベーカリーおもや（札幌市）　トリノスジェラート（札幌市）

　令和４年度に中川町産の木材や土を使い、地域の方々
との協力のもと「なかがわスタイルの小屋」が出来上が
りました。
　そして、この小屋で初めてとなるイベント「こやのわ
マルシェ」が今年８月に開催されました。小屋を建てる
始まりから関わっていただいているオクラホマの河野真
也さん自らが地方移住に興味を持っているカフェやベー
カリーにアポを取り、この企画が決まりました。町内だ
けでなく、町外からもたくさんの方々にお越しいただき
ました。

広報ナカガワ
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8月5日～6日

8月12日～13日

8月19日～20日

8月26日～27日



７ 広報ナカガワ
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総務省統計局（北海道・中川町）では、10月１日現在で「令和５年住宅・土地統計
調査」を実施します。この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全
国約340万世帯の方々を対象とした大規模な調査です。調査員が伺いましたら、調
査へのご回答をお願いいたします。

　北海道日本ハムファイターズ野球教室が、ちゃいむアリーナにて、８月20日（日）に行われました。
元日本ハムファイターズ選手の村田和哉さん、浅沼寿紀さんをコーチとして迎え、中川町野球スポー
ツ少年団の選手14名が参加しました。
　投球の指導では「親指が握りの真下に来るように、正しい握りを意識して普段から練習を」また、
バッティングの指導では「姿勢よく、頭を常におへその上に置くように」と２人のコーチから丁寧か
つ熱心に指導を受けました。
　閉会式では、村田コーチから「自分の身長が低いから、足が遅いからと自分の可能性にふたをせず、
無限の可能性があるので何にでもチャレンジして」と激励の言葉を受け、選手たちは熱心に聞き入っ
ていました。
　最後に、中井悠陽キャプテンから「コーチの二人に楽しく野球を教えてもらって嬉しかったです。
野球が大好きなので、これからも楽しんで、みんなと頑張ります！」とお礼の挨拶がありました。



海
の
香
も
魚
の
姿
も
無
き
売
り
場　

切
り
身
の
パ
ッ
ク
ず
ら
り
と
並
ぶ

一
年
に
十
日
も
着
な
い
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
数
え
て
み
る
と
九
枚
も
あ
る

去
年
買
い
し
タ
チ
ア
オ
イ
の
花
咲
き
た
れ
ば
幼
き
頃
の
思
い
出
脳
裏
に

車
夫
の
汗
気
に
な
り
つ
つ
も
風
を
受
け
人
生
初
の
人
力
車
に
乗
る

片
目
し
か
見
え
な
い
わ
た
し
に
だ
け
見
え
る
わ
が
町　

濃
霧
の
海
に
た
ゆ
た
う

深
海
に
光
る
何
か
を
探
る
が
に
雲
間
の
月
と
星
か
げ
を
追
う

物
言
わ
ず
和
ま
せ
て
く
れ
る
花
た
ち
よ
わ
た
し
の
感
謝
は
「
こ
の
顔
見
て
ね
！
」

こ
の
蝶
は
庭
で
羽
化
し
て
も
ど
っ
て
来
た　

う
ち
を
忘
れ
ず
姿
を
見
せ
た

強
風
は
海
か
ら
吹
く
や
森
の
木
々
ざ
わ
め
き
揺
れ
る
荒
波
の
よ
う
に

七
十
年
生
き
て
一
度
も
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
こ
と
な
か
っ
た
月
が
赤
い
ね

帆
立
剥
き
山
の
人
で
は
吾
一
番　

嘯
き
な
が
ら
湧
別
で
買
う
を

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
霧
の
あ
ふ
れ
て
北
東
の
山
の
端
雲
の
す
べ
り
来
る
な
り

○
空
に 

○
ら
れ
て
歩
む 

○
の
道 
○
筒
か
ろ
ろ
ん 

○
で
生
き
か
え
る

○
っ
そ
う
と 

○
の
か
な
た
に 

○
の
果
て
に 
○
タ
ド
リ
揺
れ
る 

○
々
波
浪

◎ 

折
句　

題
と
季
節
に
沿
っ
て
「
な
つ
や
す
み
」
と
「
う
み
の
い
ろ
」
に
な
り
ま
し
た
。
い
か
が
？

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

　

短
歌
同
好
会

  　
　

   

小
林
淑
子
さ
ん　

☎
8
・
7
7
8
1　

　

俳
句
紫
苑
会　

  　
　

   

古
市
和
子
さ
ん　

☎
7
・
2
8
5
0

●
短
歌
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の

　

方
は
、
年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
小
林
淑
子
さ
ん

　

☎
8
・
7
7
8
1
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

金
子
み
え
子

金
子
み
え
子

鎌
田　

陽
子

鎌
田　

陽
子

小
林　

淑
子

小
林　

淑
子

長
屋
恵
美
子

長
屋
恵
美
子

山
内　

智
子

山
内　

智
子

横
山
や
す
こ

横
山
や
す
こ

や
す
こ

よ
し
こ

今月のお題　「天・空」または自由詠短　　歌

のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

身内が亡くなったあとの『手続』と『相続』
　　　　　　　　　　  岡 信太郎  著

子どもの語彙力の育て方
　　　　　　　　　　　　斎藤 孝 著

DIYで作るリメイク家具・リモデル
家具　　　　　　　　　山田 芳照 著

やる気1％ごはん
　　　　　　　　 まるみキッチン 著

いのちのガーデン　　
　　　　　　　　　　　山崎 亮子 著

野球短歌
　　　　　　　　　　　　池松 舞 著

プレデター　
　　　　　　　　　 あさのあつこ 著

鳥啼き魚の目は泪
　　　　　　　　　宇佐美 まこと 著

こぼれ桜　
　　　　　　 　　　 　 梶 よう子 著

私たちの世代は
　　　　　　 　　　  瀬尾 まいこ 著

リラの花咲くけものみち
　　　　　　 　　　  　藤岡 陽子 著

可燃物　
　　　　　　　　　　  米澤 穂信  著

けろずもう
　　　　　　　つるたあき  ぶん・え

まねっこカメレオン
　　　　　　リト＠葉っぱ切り絵  作

マインクラフト　モブのたくらみ
　　　　　ニック・エリオポラス  文

母親の不妊治療の失敗による子供側の不安と
ともに、世の中の固定観念に強く影響された
母親にも焦点が当てられた、痛切な家族の愛
を描いた作品。第66回群像新人文学賞受賞作。

「
ジ
ュ
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
」

夢
野 

寧
子 

著

う

道

野

イ

浪

う
そ
ぶ

な

や

つ

す

み

み

う

の

い

ろ

こ　
ぞ

は
ろ
う

夏

つ

山

水

水
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竜巻から身を守る竜巻から身を守る

一
日
防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

一
日
防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

防災一口メモ
　竜巻は、日本では台風や寒冷前線、低気圧などに伴い季節を問わず全国で発生しています。北海道では、
秋の積乱雲が発達しやすい台風シーズンの９月と10月に竜巻の発生確認数が多くなっています。
　北海道では、平成18年11月７日に佐呂間町で発生した竜巻により、９名の方が亡くなるという痛まし
い災害がありました。上川・留萌地方では令和３年10月４日に東川町、東神楽町及び旭川市で突風が発
生し電柱の倒壊、住家被害や倒木などの被害がありました。翌年５月23日にも、中富良野町で積乱雲が
急激に発達、竜巻が発生し農作物に被害はありましたが、幸い人的被害はありませんでした。
　このように、竜巻を含め突風は恐ろしい現象です。この竜巻などの突風から身を守るためには、竜巻な
どを発生させる積乱雲から離れるのが一番です。
　簡易な小屋や車の中などは大変危険です。もし真っ黒い雲が近づいてくるのを見たら、すぐに頑丈な建
物の中に避難しましょう。また、家の中にいる場合は、窓は必ず閉めてカーテンを引き、低い階の中心に
近いできるだけ安全な部屋に移動しましょう。
　気象台では、竜巻などの突風が発生しやすい気象状況が予想された場合、①半日から１日前に「気象情
報」、②数時間前に「雷注意報」、③対象地域内で１時間以内に竜巻等の発生する可能性が高まった場合
に「竜巻注意情報」というように段階的に気象情報を発表します。朝のテレビやラジオの天気予報で「今
日は大気の状態が“非常に”不安定」という言葉を聞いたら、雷や急な強い雨、そして竜巻が起きるかも
知れないと思って十分に注意してください。　　
　また、竜巻が発生する可能性が高い領域は、気象庁ホームページ「防災情報」の「雨雲の動き」の「竜
巻発生確度（竜巻発生確度ナウキャスト）」を選んで、詳細な領域をご確認ください。

◀ 竜巻発生確度ナウキャスト【2023年8月17日14時20分】
　 https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#lat:43.563974/lon:142.775230/
　 zoom:11/colordepth:deep/elements:liden&amds_rain10m&trns

お問い合わせ先▶ 旭川地方気象台　☎0166－32－7102
　　　　　　　　 ホームページアドレス
　　　　　　　 　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

◀ リーフレット「竜巻から身を守ろう！～自ら身を守るために～」
　 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/
　 tatsumaki201312/index.html

▶ リーフレット「竜巻から身を守る～竜巻注意情報」
　 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tatsumaki/index.html
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9
月
1
日
金
曜
日
に
中
央
小
学
校
で
「
一
日
防
災
教
室
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
外
で

行
う
一
部
授
業
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
室
内
で
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
と
、
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

3
〜
5
年
生
が
5
〜
6
名
ず
つ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
1
台
組
み
立
て
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
見
本
や
説
明
書
を
見
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
形
の
パ

ー
ツ
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
全
グ
ル
ー
プ
が
30
分
程
度
で
組

み
立
て
て
い
ま
し
た
。



しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

み
な
さ
ん
は
、
薬
を
い
く
つ

飲
ん
で
い
ま
す
か
？

　

薬
は
病
気
の
治
療
や
症
状
軽

減
に
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
薬
の
量
が
増
え
る

と
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
―
」
と

よ
ば
れ
る
多
剤
服
用
に
よ
る
副

作
用
や
薬
に
よ
る
有
害
事
象
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き

が
衰
え
、
薬
を
分
解
し
た
り
、

体
の
外
に
排
泄
す
る
の
に
時
間

が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
副
作

用
が
出
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
を
心
配
し
て
本
来
必
要
な
薬

を
減
ら
す
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

大
切
な
の
は
薬
の
数
で
は
な

く
、
そ
の
処
方
内
容
が
適
正
か

ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
こ

と
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
は
1
冊
に
ま
と
め

て
お
く

　

複
数
の
医
療
機
関
や
薬
局
を

利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
お

薬
手
帳
は
1
冊
に
ま
と
め
ま
し

ょ
う
。

　

医
師
や
薬
剤
師
が
患
者
の
現

在
の
服
薬
状
況
を
把
握
し
、
薬

の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
ら
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

急
に
や
め
る
と
、
病
状
が
悪

化
し
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が

で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
、
医
師
、
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
す
る
時
の
注
意
》

　

現
在
使
っ
て
い
る
薬
、
残
っ

て
い
る
薬
の
ほ
か
、
毎
日
飲
ん

で
い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康

食
品
に
つ
い
て
も
、
医
師
や
薬

剤
師
に
必
ず
全
部
伝
え
ま
し
ょ

う
。　

　

ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ

う
な
症
状
が
出
て
き
た
の
か
、

メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

薬
は
そ
の
人
の
症
状
や
病
態
、

生
活
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な
処

方
も
変
化
し
ま
す
。

　

「
何
種
類
以
上
の
薬
を
併
用

す
れ
ば
多
剤
服
用
」
と
い
う
明

確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

6
種
類
以
上
の
薬
を
併
用
し
て

い
る
と
、
副
作
用
を
起
こ
す
頻

度
が
増
加
す
る
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

疾
患
の
数
が
増
え
、
複
数
の

医
療
機
関
に
か
か
る
よ
う
に
な

り
、
薬
の
量
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
（
左
図
参
照
）※中川町国保データベースシステム

　令和５年５月診療データより

毎日薬を6種類以上飲んでいる人の割合
（30日以上の処方のある者）

0～74歳

75歳以上

10.1％

32.8％

■
重
複
受
診
を
控
え
る

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
重
複
受
診
は
、
薬

の
重
複
、
過
剰
な
処
方
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

安
易
な
医
療
機
関
の
は
し
ご

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
や
薬
剤
師
を
持
ち
、
処
方

さ
れ
て
い
る
薬
の
把
握
を
し
て

も
ら
う
と
安
心
で
す
。

■
主
な
副
作
用
の
症
状
を
知
っ

て
お
く

　

薬
の
追
加
や
変
更
が
あ
っ
た

あ
と
に
、
い
つ
も
と
違
う
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

主
な
副
作
用
の
症
状
に
は
、

•
ふ
ら
つ
き
、
め
ま
い

•
物
忘
れ

•
気
分
が
沈
む
（
抑
う
つ
状
態
）

•
食
欲
が
な
い

•
尿
が
出
に
く
い
、
便
秘

•
肝
機
能
障
害　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
て
も
、

自
分
の
判
断
で
薬
を
や
め
た
り

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

 

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー（
薬
の
多
剤
服
用
に
よ
る
副
作
用
）に
注
意
！

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

　
　
　
　
　

の
問
題

10広報ナカガワ
2023（R5）. 10月号

●
薬
同
士
が
相
互
に
影
響
し
あ

い
、
薬
が
効
き
す
ぎ
た
り
、
効

か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
起

こ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

●
異
な
る
医
療
機
関
か
ら
、
同

じ
効
能
の
薬
が
重
複
し
て
処
方

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
用
量
・
用
法
が
複
雑
に
な
り
、

「
飲
み
忘
れ
」や「
飲
み
残
し
」

が
起
こ
り
や
す
く
、
使
用
し
な

か
っ
た
薬
（
残
薬
）
が
た
ま
る
。

ま
た
、
正
し
く
服
用
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
症
状
が
悪
化

し
、
さ
ら
に
薬
が
増
え
る
悪
循

環
に
陥
る
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を

　
　
　
　
防
ぐ
た
め
に



しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

動
脈
硬
化
予
防
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

　

動
脈
硬
化
と
は
、
血
液
中
に

増
え
過
ぎ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
血
管
壁
の
内
側
に
入
り
込
ん

で
た
ま
り
、
こ
ぶ
（
プ
ラ
ー
ク
）

が
で
き
て
血
管
壁
が
厚
く
な
り
、

血
管
の
内
側
が
狭
く
硬
く
な
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
血
管
を
詰
ま
ら

せ
、
心
筋

塞
や
脳

塞
な
ど

命
に
関
わ
る
病
気
を
招
き
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
加
齢
に
伴
っ
て

誰
に
で
も
あ
る
程
度
は
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
が
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
が
あ
る
と
進
行
が

速
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
脂
質

異
常
症
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ

せ
る
要
因
と
し
て
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

■
血
中
脂
質
の
種
類
と
働
き

■
脂
質
異
常
症
の
診
断

■
動
脈
硬
化
予
防
の
食
生
活

脂
質
異
常
症
と
診
断
さ
れ

た
ら
注
意
し
た
い
こ
と

〝
摂
り
過
ぎ
注
意
〞

　

脂
肪
の
質
と
量
に
注
意
！

〝
摂
り
過
ぎ
注
意
〞

　
　

甘
い
も
の
を
控
え
る
！

◎
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

L
D
L
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
全
身
に
運
ぶ
働
き
が
あ
り

ま
す
。

　

体
の
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン
の

材
料
に
な
る
大
切
な
物
質
で
す

が
、
増
え
過
ぎ
る
と
動
脈
硬
化

を
促
進
す
る
た
め
、
「
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

◎
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

H
D
L
は
血
液
中
の
余
分
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
し
、

肝
臓
へ
と
戻
し
て
動
脈
硬
化
を

防
ぐ
よ
う
に
働
く
た
め
、
「
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

◎
中
性
脂
肪

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま
す

が
、
増
え
過
ぎ
る
と
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
を
促
進

し
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
少
さ
せ
て
動
脈
硬
化
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。　

　

血
液
検
査
で
、
左
図
の
値
の

う
ち
、
1
つ
で
も
診
断
基
準
に

当
て
は
ま
れ
ば
脂
質
異
常
症
と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
に
は
、

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
で
す
。
特
に
必

要
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
は
、

肝
臓
で
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
合
成
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、
適
正
体
重
※
を
維
持
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

数
値
が
気
に
な
っ
て
き
た
方

は
、
自
身
の
適
正
体
重
を
確
認

し
、
自
身
に
合
っ
た
食
事
量
の

調
節
や
食
品
を
参
考
に
予
防
・

改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

牛
や
豚
、
鶏
な
ど
の
陸
上
の

動
物
の
脂
に
は
、
L
D
L
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
飽
和
脂

肪
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
肉
の
脂
身

　

赤
身
で
は
無
く
白
い

部
分
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
バ
ラ
肉
、
鶏
皮
、
牛
や
豚
肉

の
ひ
き
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
な
ど
）

・
乳
製
品

　

牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
バ

タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
。

・
洋
菓
子
・
菓
子
パ
ン

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

・
ラ
ー
ド

・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な

　

ど
の
加
工
食
品

　

砂
糖
が
多
く
甘
い
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
は
、
中
性
脂
肪
が
蓄

積
し
や
す
く
、
血
中
の
L
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
増
加
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
食
事
の
工
夫
】

•
脂
身
の
少
な
い
肉
を
選
ぶ
。

　

（
豚
バ
ラ
肉
↓
豚
も
も
肉
、

　

ベ
ー
コ
ン
↓
ハ
ム
の
使
用
な

　

ど
）

•
乳
製
品
は
低
脂
肪
や
無
脂
肪

　

の
物
を
選
ぶ
。

•
食
物
繊
維
を
十
分
に
摂
る
。

　

食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

　

ル
の
吸
収
を
抑
え
ま
す
。
野

　

菜
、
き
の
こ
、
海
藻
な
ど
を

　

毎
日
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

•
L
D
L
の
増
加
を
防
ぐ
効
果

　

の
あ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多

　

く
含
む
食
品
（
魚
や
大
豆
食

　

品
な
ど
）
の
食
べ
る
機
会
を

　

増
や
す
。
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※
適
正
体
重
の
求
め
方

（
例
）
身
長
が
160
㎝
の
場
合

1.6（ｍ
）×
1.6（ｍ
）×
22
＝
56.3
㎏

飽
和
脂
肪
酸
の
多
い
食
品



中川町のあちらこちらで見かけると思います。
町民の皆さん気軽に声をかけてください。

　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、令和４年の事故発生件数は
約30万件、死傷者数は約36万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にも
なり得る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害者にとっても悲惨な結
果をもたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台ごとに加入が義務づけられてお
り、加害者の賠償責任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する制度であ
り、被害者の救済を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・共済金の支払いのしく
みなどを十分に理解・認識することがとても大切です。

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、
自動車損害賠償保障法に基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が
義務づけられており、自賠責保険・共済なしで運行することは法令違反ですので
ご注意ください！

中川町
に新しいＡＬＴがやってきました

●プロフィール
　名　前：Le Dorothy T
　　　　　（リー・ドロシー・ティー）
　出身地：カリフォルニア州オークランド（アメリカ合衆国）
　趣　味：アニメ、漫画、食べること、ハイキングが好きです。
　　　　　大好きなアニメはセーラームーンです。
　　　　　大好きな食べ物はハンバーガーです。

●中川町の印象は？
　中川町はとても小さな町ですが、自然がたくさんあります。
　ここにいると、とてもさわやかな気分になります。

●町民の皆さんへのメッセージ
　ここで皆さんにお会いし、新しいことを学ぶのを楽しみにしています。

※ALT（語学指導助手）：小中学校や幼児センターで、英語発音や国際理解教育の授業に取り組んでいます。
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自賠責保険・共済未加入での運行は法令違反です！

自賠責保険・自賠責共済のご案内

乗るなら確認「自賠責」お忘れなく！



名寄地区広域消費生活センター
●問い合わせ先

◆相談時間：午前9時15分～午後4時　◆休日：土・日・祝日・年末年始　◆担当：宇都・中島
☎・FAX 01654－2－3575

名寄地区広域消費生活センター情報

　スマホに「＋1800‥‥」番から始まる電話がかかってきた。大手
通信会社を名乗って、「未納料金がある、法的手段に移ります。質問
のある方は１番を押して下さい。」と自動音声が流れ、ボタンを押す
とオペレーターにつながった。本人確認のためと言われて氏名と生年
月日を聞かれた。「本当に通信会社ですか？詐欺とかも多いので。」
と言うと「ぶしつけな言い方をされると心外です。」と言われ、大手
通信会社はこんな返答はしないと思い、「こちらで調べて掛けなおし
ます。」と言って電話を切った。（40歳代）

•自動音声の電話がかかってきて、身に覚えのない未納料金を請求される詐欺の事例が多く寄せら
　れています。
•特に最近では「NTTファイナンス」をかたるケースが多くなっています。
•電話で身に覚えのない未納料金を請求されても、絶対に相手にせず、無視してください。
•個人情報を伝えてしまった方は、電話番号の変更を検討しましょう。
•不安や疑問を感じた場合は、消費生活センターや警察に相談してください。

アドバイス

事　　例

自動音声で未納料金を請求する電話に注意！
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駐 在 所
【問い合わせ先】 名 寄警察署　☎01654－2－0110
　　　　　　　　 中川駐在所　☎7－2019
　　　　　　　　 佐久駐在所　☎8－5071
　　　　　　　　 警察相談電話　☎＃91 1 0
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安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
及
び
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

み
ん
な
で
築
こ
う
、安
全
で
安
心
な
大
地

⑴ 

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

　
　

10
月
11
日（
水
）

⑵ 

運
動
期
間

　
　

10
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

⑶ 

運
動
重
点
（
全
国
統
一
）

　
　

●
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止　

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

⑷ 

広
報
ポ
イ
ン
ト

　

ア 

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

　

•
10
月
11
日
は
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。

　

•
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
防
犯
に
対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

　
　

全
体
で
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て

　
　

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ 

子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

•
地
域
の
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ
と
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
防
犯
力
の
向
上
に

　
　

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
買
い
物
、
犬
の
散
歩
等

　
　

の
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
に
御
協
力
願
い
ま
す
。

　

•
危
険
な
事
態
を
予
測
、
回
避
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
防
犯
標
語
「
い
か

　
　

の
お
す
し
」
を
活
用
し
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
際
の
対
処
方
法
を
、
日
頃
か
ら
子

　
　

供
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

•
路
上
、
電
車
な
ど
危
険
な
場
面
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
防
犯
グ

　
　

ッ
ズ
の
ほ
か
、
痴
漢
対
策
機
能
等
が
搭
載
さ
れ
た
北
海
道
警
察
公
式
防
犯
ア
プ
リ

　
　

「
ほ
く
と
ポ
リ
ス
」
が
有
効
で
す
。

　

ウ 

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

•
「
オ
レ
だ
け
ど
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
」
、
「
還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ

　
　

に
行
っ
て
」
、
「
名
義
貸
し
は
違
法
、
逮
捕
さ
れ
る
」
な
ど
、
突
然
お
金
を
要
求

　
　

す
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
一
度
電
話
を
切
っ
て
周
り
の
方
に
相
談
す
る
か
、

　
　

警
察
相
談
電
話
「
♯
9
1
1
0
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

「
詐
欺
電
話
が
来
た
ら
＃
9
1
1
0
」。

　

•
普
段
か
ら
家
族
間
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

•
犯
人
と
直
接
電
話
で
話
さ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
の
被
害
防
止
対
策
と
な
り
ま
す
。

　
　

固
定
電
話
を
常
に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
で
る
、

　
　

迷
惑
電
話
防
止
機
能
を
有
す
る
機
器
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
犯
人
と
直
接
電
話

　
　

で
話
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

•
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
「
闇
バ
イ
ト
」
「
即
金
」
こ
ん
な
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

　
　

れ
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
で
は
な
く
、
犯
罪
実
行
者
の
募
集
で
す
。
犯
罪
に
加
担

　
　

す
る
こ
と
に
な
り
、
逮
捕
さ
れ
た
人
が
多
く
い
ま
す
。
あ
な
た
が
し
よ
う
と
し
て

　
　

い
る
犯
罪
で
被
害
を
受
け
る
人
が
い
ま
す
。
絶
対
に
応
募
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。



受験種目

自衛官などを募集します

■興味のある方は、お気軽に下記までご連絡くだ
　さい。
　自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所
　〒096－0011 名寄市西1条南9丁目45
　☎01654－2－3921

応募資格

受付期間

試 験 日

会 　 場

自衛官候補生（男子・女子）10月試験
18歳以上33歳未満

（令和５年４月１日現在）

受付中　～　10月３日㈫締切

令和５年10月９日（月・祝）・10月10日㈫

※細部受付時にお知らせいたします

※コロナウイルスの状況次第で日程・会場が変更する
　場合があります。

※10月以降の試験も随時受け付けております

※いずれかの１日を指定できます
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　エゾシカの狩猟期間中（10月１日～３月31日）は、多くのハンターが道有林へ入林します。
狩猟に伴う事故防止のため、この期間の狩猟目的以外での入林はお控えください。エゾシカに
よる農業・森林被害の低減のため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　「北海道苦情審査委員」制度とは、道の期間が行った業務に関する苦情を、皆さんに代わって、
苦情審査委員が公平で中立な立場から審査する制度です。
　皆さん自身の利害に関する苦情であれば苦情審査委員に申立てができます。
　審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。
　各窓口では、申請書様式やリーフレットをご用意しています。また、北海道公式ホームページで
申請書様式のほか申立方法等の詳細についても掲載しています。
　申立書は窓口へ持参するほか、郵送、ファックス、メールでも受け付けています。
　個人情報の保護にも十分配慮します。
　※電話や匿名での申立ては受け付けておりません。

【窓口】●北海道総合政策部知事室道政相談センター
　　　　　〒060－8588　札幌市中央区北3条西6丁目
　　　　　TEL 011－204－5523（直通）　FAX 011－241－8181
　　　　　メール kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
　　　　●各総合振興局（振興局）総務課

　北海道の苦情審査に関するホームページ
　　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/
　　kujyou-mousitate.html

【連絡先】上川総合振興局北部森林室　☎01656－2－1726

狩猟期間中
道有林への入林は控えてください
狩猟期間中
道有林への入林は控えてください

北海道苦情審査委員制度のご案内北海道苦情審査委員制度のご案内

苦情の申立て方法　北海道 検索



火災・救急出動状況

火災件数　１件
救急件数　45件

令和5年8月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

　

全
国
統
一
防
火
標
語
「
火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」
を
合
言
葉
に
、
10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の

間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

中
川
町
に
お
け
る
火
災
原
因
は
、
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、

タ
バ
コ
、
ゴ
ミ
焼
き
・
残
火
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

屋
内
外
を
問
わ
ず
火
気
を
取
り
扱
う
際
に
は
細
心
の
注
意

を
払
い
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

中
川
消
防
支
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
は
、
90
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設
置
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

　

中
川
消
防
団
で
は
現
在
男
性
、
女
性
と
も
に
消
防
団
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
方
は
中
川
消

防
支
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

住宅用火災
警報器を設置
しましょう

企
業
の
地
域
貢
献
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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中
央
小
学
校
屋
外
照
明
器
具
の
清
掃

等
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
下
村
電
気

株
式
会
社　

様
（
代
表
取
締
役　

下
村

正
典　

様
）
に
対
し
、
中
川
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
塩
川
de
水
切
り
北
海
道
大
会
に
伴

う
環
境
整
備
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
、

株
式
会
社
中
川
建
設　

様
（
代
表
取
締

役　

吉
田　

寛　

様
）
及
び
中
川
・
佐

藤
工
建
・
佐
藤
組
経
常
建
設
共
同
企
業

体
（
代
表　

株
式
会
社
中
川
建
設　

代

表
取
締
役　

吉
田　

寛　

様
）
に
対
し
、

中
川
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
に
保
険
料
の
納
付
実
績
や
年
金

見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
加
入
記
録
の
確
認
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。②年金見込み額

•50歳未満の方には加入実績
　に応じた額
•50歳以上の方には「ねんき
　ん定期便」作成時点の加入
　制度に引き続き加入した場
　合の将来の年金見込み額

①年金加入記録

③保険料の納付額

④年金加入履歴

⑤厚生年金のすべての期間の
　月ごとの標準報酬月額、賞
　与額、保険料納付額

⑥国民年金のすべての期間の
　月ごとの保険料納付状況

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
・
0
5
8
・
5
5
5

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
0
3
・
6
7
0
0
・
1
1
4
4

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

　

毎
月
第
二
土
曜
日
の

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を

　
　

お
届
け
し
て
い
ま
す

通知する内容 それ以外の方

直近1年分

35歳、45歳、
59歳の方

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

－

○

直近1年分
○
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社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
附

•
夫
（
清
文
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

熊
谷
真
奈
未　

様

•
母（
ミ
チ
子
様
）死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

金
田　

尚
志　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　

川
村　

富
江　

様

•
離
町
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

多
田　

春
美　

様

•
特
養
施
設
運
営
の
為
に

　
　
　
　
　
　

江
尻　

輝
章　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
贈

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り「
志
」を
頂
き
ま
し
た
。こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名　

22
件

5
区　

金
田
ミ
チ
子　

様
（
98
歳
）

2
区　

熊
谷　

泰
智　

様
（
93
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う

　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
す

　毎年、この時期になると本道の沿岸域には多くの秋サケが来遊し、産卵のために河川を遡上する姿が季節
の風物詩として、よく見られるところです。
　しかし、秋サケの来遊とともに、秋サケの採捕が禁止されている河口付近等の海面や、内水面での密漁は
毎年後を絶たず、取締機関による検挙者も多数いるところです。
　このため、道では9月1日～10月31日までを「秋サケ密漁防止月間」と定め、密漁の未然防止のための啓
発活動を行うとともに、取締機関や民間団体等と連携しながら、巡回パトロールや指導取締り等の活動を行
うこととしています。
　皆さんにおかれましても、秋サケ資源の保護と密漁の撲滅に向けた、理解と協力をお願いするとともに、
密漁者を見つけた場合は、最寄りの警察署や（総合）振興局水産課、漁協などに連絡してください。

　河口付近の海面や内水面において、サケ・マスを採捕することは、禁止されております。
　また、これに違反して採捕したサケ・マス（卵を含む）又はその製品は、所持又は販売
してはなりません。
　なお、これらに違反した場合、懲役3年、罰金300万円以下の罰則が適用されます。

注
意
！！

毎年、この時期になると本道の沿岸域には多くの秋サケが来遊し、産卵のために河川を遡

9月1日から10月31日までは
「秋サケ密漁防止月間」です。
9月1日から10月31日までは
「秋サケ密漁防止月間」です。



　８月22日から順次配布しておりました「中川町地域応援商品券」のうち「飲食店支援券」
及び「二次会支援券」につきまして、本事業は「アフターコロナに向けた事業再構築支援事
業」として実施されたものであり、新型コロナウイルス蔓延下で非常に苦しい経営を余儀な
くされた飲食店（特に食事提供を伴わない店）への支援を目的としております。
　また、各世帯への配布枚数については、個人を基準として積算しておりますが、配布対象
は世帯となっております。
　本事業について様々なご意見をいただいております。
皆様のご意見を真摯に受け止め、より使用しやすい運
用に改善するため、「二次会支援券」の使用可能店舗を
「町内の全飲食店」と改めさせていただきます。
　この機会に、本支援券をご活用いただき、ぜひ町内
飲食店の魅力をお楽しみいただければご幸甚です。

　令和５年10月１日着工の上記の工事から、石綿含有に関する事前調査は、「建築物
石綿含有建材調査者」等が行うことが必要です。

　石綿障害予防規則により、工事の規模にかかわらず、工事対象となるすべての範囲に
ついて石綿が含まれているか事前に調査を行う必要があります。
　今回、この調査は上記の調査者が行うこととされましたので、施工業者の皆様には調
査者要件を満たした者による事前調査と調査結果に基づく適切な施工をお願いします。
また、発注者の皆様には事前調査を含めた適切な工事施工のためのご配慮をお願いいた
します。
　詳しくは北海道労働局ホームページ内の
「石綿障害予防対策について」
をご覧ください。

厚生労働省　北 海 道 労 働 局
　　　　　　労働基準監督署（支署）

中川町地域応援商品券
事業について

中川町地域応援商品券
事業について

建築物の解体・改修・各種設備工事を行う
施工業者の皆様・発注者の皆様へ

建築物の解体・改修・各種設備工事を行う
施工業者の皆様・発注者の皆様へ
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　9月8日（金）に敬老会が開催さ
れました。会場では幼児センターの
園児たちの踊りや婦人会による踊
り、横山芳男さんのマジックショー
などで大変盛り上がっていました。
横山さんのマジックショーは敬老会
の時しか見られない貴重なショーで
「失敗しても楽しいしょ」とチャーミ
ングな笑顔でお話をしてくれました。

町の人口
（9月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

1,296人（－６）

670人（±０）

626人（－６）

720戸（－３）

令和5（2023）年10月号（通巻773号）
印刷　株式会社　国 境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

今月の表紙
～ 敬　老　会 ～

幼
児
セ
ン
タ
ー

「
秋
の
交
通
安
全
教
室
」

９９
月月４４

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
園
児
た
ち

が
、
駐
在
所
の
山
田
さ
ん
と
中

川
町
交
通
安
全
指
導
員
と
一
緒

に
信
号
の
渡
り
方
を
学
び
ま
し

た
。
は
じ
め
は
、
先
生
と
一
緒

に
信
号
を
渡
り
、
最
後
は
年
長

組
の
き
り
ん
組
の
園
児
た
ち
が
、

一
人
で
信
号
を
渡
る
練
習
を
し

ま
し
た
。

「
佐
久
・
安
川
三

 　

合
同
盆
踊
り
」

８８
火火1515

「
中
川
町
納
涼

　

盆
踊
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

８８
水水1616

　

4
年
ぶ
り
に
、
恒
例
の
盆
踊
り

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
浴
衣
姿
や
、
仮
想
し
た
踊

り
子
た
ち
が
、
や
ぐ
ら
を
中
心
に
、

鳴
り
響
く
ぽ
ん
ぴ
ら
太
鼓
の
音
に

合
わ
せ
、
盆
踊
り
を
踊
っ
て
楽
し

む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

  
中
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

な
か
が
わ
ふ
れ
あ
い
広
場
2
0
2
3

９９
土土２２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
い
む
に
て
、
ふ
れ
あ
い

広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
産
直
野
菜

の
販
売
や
、
く
じ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年

寄
ま
で
楽
し
め
る
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
っ
て
、
各
コ
ー
ナ
ー

に
行
き
4
つ
以
上
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
た
ち
は
、

最
後
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
に
参
加
す
る
特
典
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
数
々
の
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

大
盛
況
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
し
た
。


